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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、ピリジルアルキルアミン系配位子を用いた銅錯体の反応制御機構の解明を目指し、銅錯体の構造
や物性や反応性および二核銅－酸素錯体や二核銅－硫黄錯体とフェノール誘導体との反応機構解明に関する研
究をまとめたものであり、緒論、本論４章、結論から構成されている。 
 緒論では、本論文の目的、意義、背景および研究成果の概要について述べた。 
 第１章では、塩基存在下、嵩高い配位子を用いて調製した銅(Ⅱ)錯体と過酸化水素との反応を極低温ストッ
プドフロー法や各種分光法を用いて詳細に検討した。その結果、世界で初めて単核銅(Ⅱ)ペルオキソ種の生成
を確認し、そのキャラクタリゼーションに成功した。 
第２章では、一連のピリジルアルキルアミン系配位子を用いて調製した銅(Ⅰ)錯体の構造や化学的特性およ
び分子状酸素との反応について検討し、用いる配位子にわずかな摂動を与えることにより、銅（Ⅰ）錯体の構
造や反応性および得られる活性酸素種の構造を精密に制御できることを見いだした。 
 第３章では、ピリジルアルキルアミン系配位子を用いて調製した銅（Ⅰ）錯体とベンジルクロリド誘導体と
の反応について速度論的に検討を加えた。その結果、本反応は二核銅(Ⅲ)有機金属錯体を経て、対応するベン
ジルクロリド誘導体の二量体が効率よく生成することを明らかにした。 
 第４章では、二核銅－酸素および銅―硫黄錯体の反応性について検討を加えた。二核銅－酸素錯体によるフ
ェノール誘導体の酸化反応は、電子移動に続くプロトン移動により進行していることを明らかにした。また、
二核銅―硫黄錯体とリチウムフェノラートとの反応により、新規なＣ－Ｓ結合生成反応を見いだした。 
 結論では、ピリジルアルキルアミン系配位子による銅錯体の構造や物性および反応性について得られた成果
を総括した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
本論文は、ピリジルアルキルアミン系配位子を用いた銅錯体の反応制御機構の解明を目指し、銅錯体の構造
や物性や反応性および二核銅―酸素錯体や二核銅―硫黄錯体とフェノール誘導体との反応機構解明に関する研
究をまとめたものであり、緒論、本論４章、結論から構成されている。 
 緒論では、本論文の目的、意義、背景および研究成果の概要について述べている。 
 第１章では、塩基存在下、嵩高い配位子を用いて調製した銅(Ⅱ)錯体と過酸化水素との反応を極低温ストッ
プドフロー法や各種分光法を用いて詳細に検討した。その結果、世界で初めて単核銅(Ⅱ)ペルオキソ種の生成
を確認し、そのキャラクタリゼーションに成功した。 
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 第２章では、一連のピリジルアルキルアミン系配位子を用いて調製した銅(Ⅰ)錯体の構造や化学的特性およ
び分子状酸素との反応について検討し、用いる配位子にわずかな摂動を与えることにより、銅（Ⅰ）錯体の構
造や反応性および得られる活性酸素種の構造を精密に制御できることを見いだした。 
 第３章では、ピリジルアルキルアミン系配位子を用いて調製した銅(Ⅰ)錯体とベンジルクロリド誘導体との
反応について速度論的に検討を加えた。その結果、本反応は二核銅(Ⅲ)有機金属錯体を経て、対応するベンジ
ルクロリド誘導体の二量体が効率よく生成することを明らかにした。 
 第４章では、二核銅―酸素および銅―硫黄錯体の反応性について検討を加えた。二核銅―酸素錯体によるフ
ェノール誘導体の酸化反応は、電子移動に続くプロトン移動により進行していることを明らかにした。また、
二核銅―硫黄錯体とリチウムフェノラートとの反応により、新規なＣ－Ｓ結合生成反応を見いだした。 
 結論では、ピリジルアルキルアミン系配位子による銅錯体の構造や物性および反応性について得られた成果
を総括している。 
 以上のように、本論文は銅錯体の反応制御について重要な情報を提供した。よって，博士（理学）の学位を
授与するに値するものと審査した。 
 
 
